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．
．
ハ
チ
今
一
・
『

昨
年
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
ゴ
ー
ギ
ャ

ン
の
「
タ
ヒ
チ
の
女
」
（
一
八
九
七
年
）

を
鑑
賞
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
絵
の
片
隅
に
「
わ
れ
わ
れ
は
何

処
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
　
わ
れ
わ
れ

は
何
者
な
の
か
？
　
わ
れ
わ
れ
は
何
処

へ
行
く
の
か
？
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
の
過
去
・
現
在
・

未
来
を
考
え
る
際
に
大
き
な
示
唆
を
与

え
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

看
護
史
は
、
現
在
の
看
護
教
育
界
、

看
護
研
究
界
に
お
い
て
ま
だ
市
民
権
を

得
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
看
護
史
と
看
護

教
育
の
現
状
と
課
題
、
最
後
に
そ
の
よ

う
な
状
況
の
改
善
に
向
か
っ
て
学
会
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
得
る
の
か

を
考
え
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
看
護
史
と
看
護
教
育
に
つ
い

て
、
看
護
史
は
、
看
護
学
概
論
の
中
に

含
ま
れ
、
そ
の
比
重
の
か
け
方
は
学
校

の
考
え
方
次
第
で
す
。
看
護
史
の
研
究

者
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
教
育
内
容
や

教
育
方
法
さ
ら
に
授
業
展
開
の
検
討
ま

で
は
手
が
及
ば
ず
、
お
茶
を
萄
し
て
い

る
状
況
で
す
。

今
、
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
看
護
界

に
と
っ
て
、
教
育
の
場
で
看
護
と
看
護

学
の
発
達
の
経
緯
、
将
来
方
向
等
を
展

開
し
、
そ
の
中
で
学
生
各
個
人
が
自
分

自
身
の
歴
史
を
見
る
目
を
養
う
こ
と
が

重
要
な
課
題
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
看
護
史
と
看
護
研
究
に
つ
い

て
、
看
護
史
の
研
究
者
は
徐
々
に
増
加

し
て
き
ま
し
た
が
、
看
護
学
研
究
の
他

分
野
の
人
口
に
比
し
て
極
め
て
少
数
派

で
す
。
そ
の
た
め
、
研
究
者
を
取
り
巻

く
研
究
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
看
護
系
大
学
院
修
士
課
程
三

十
六
校
、
博
士
課
程
十
一
校
と
な
っ
た

現
在
で
も
、
看
護
史
を
研
究
課
題
と
し

て
取
り
扱
う
大
学
は
極
め
て
稀
で
す
。

看
護
史
の
研
究
者
が
少
な
い
こ
と
も

相
ま
っ
て
、
看
護
史
の
研
究
方
法
に
関

す
る
適
切
な
教
本
が
な
い
現
状
で
す
。

看
護
史
の
研
究
領
域
は
多
岐
に
亙
る
の

で
、
今
後
研
究
方
法
毎
に
研
究
計
画
及

び
実
践
例
も
含
め
た
教
本
作
成
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
看
護
史
に
関
す
る
基
礎
的

史
料
類
の
整
備
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
看

護
史
の
史
料
に
関
す
る
所
在
目
録
や
所

属
目
録
類
は
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
看
護
史
研
究
を
目
指
し
て
も
、
先

ず
研
究
方
法
、
次
に
史
料
収
集
で
困
難

を
覚
え
放
棄
す
る
例
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
看
護
史
を
取
り
巻
く
研

究
環
境
の
整
備
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
諸
々
の
整
備
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
に
よ
．
っ
て
、
研
究
者
が
増
加
し

看
護
界
に
お
い
て
市
民
権
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
今
日
、
日
本
看
護
歴
史

学
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
現
実
的
に
役

立
つ
実
施
可
能
な
課
題
を
提
案
し
ま
す
。

一
つ
は
日
本
国
内
及
び
海
外
の
看
護

史
の
史
料
の
所
在
目
録
や
所
蔵
目
録
の

作
成
を
行
う
こ
と
で
す
。
看
護
史
の
史

料
を
所
蔵
し
て
い
る
機
関
や
機
関
の
所

蔵
史
料
に
関
す
る
調
査
は
皆
無
で
し
た
。

研
究
者
は
経
験
に
よ
っ
て
探
し
当
て
利

用
し
て
い
る
状
況
で
す
。
研
究
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
誰
で
も
利
用
可
能
な

目
録
類
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
は
看
護
史
に
関
す
る
軒
究
成
果

の
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
で
す
。
看
護

史
の
研
究
成
果
は
看
護
学
は
勿
論
、
他

領
域
の
学
術
雑
誌
や
学
術
誌
以
外
の
一

般
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
散
在
し
て
い
ま
す
。

研
究
者
が
情
報
収
集
し
や
す
い
方
法
を

早
急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
、
二
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
そ

れ
に
要
す
る
経
費
を
何
ら
か
の
形
で
調

達
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
全

国
各
地
の
人
々
や
海
外
情
報
に
詳
し
い

人
々
の
情
報
提
供
等
、
幅
広
い
協
力
を

仰
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
つ
は
日
本
看
護
歴
史
学
会
の
分
科

会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
す
。
大
会

時
に
積
極
的
に
企
画
し
、
会
員
や
招
脾

講
師
を
中
心
に
し
て
研
究
者
同
士
の
情

報
交
換
、
情
報
提
供
と
指
導
い
分
科
会

を
き
っ
か
け
に
共
同
研
究
を
行
う
場
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

今
後
、
・
看
護
史
の
教
育
研
究
が
発
展

で
き
る
た
め
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
、

実
施
可
能
な
具
体
的
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
も
の
で
す
。
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日
本
看
護
歴
史
学
会
第
十
四
回
大
会

つ
ぎ
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

大
会
テ
ー
マ

「
二
十
一
世
紀
へ
の
宿
題
～
歴
史
に
み
る
看
護
の
知
慧
」

近
代
の
科
学
・
物
質
文
明
の
進
歩
に
伴
っ
て
看
護
も
そ
の
理
論
・
制
度
・
管
理
・

教
育
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
前
年
度
大
会

テ
ー
マ
　
「
世
紀
を
越
え
て
、
看
護
の
未
来
」
を
踏
ま
え
て
、
今
年
は
「
温
故
知
新
」

の
歴
史
の
視
点
か
ら
発
展
の
中
に
積
み
残
し
て
ほ
な
ら
な
い
も
の
は
何
か
、
二
十
一

世
紀
に
何
を
繋
い
で
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
八
月
二
十
三
日
（
水
）
十
時
～
十
七
時

二
十
四
日
　
（
木
）
十
時
～
十
二
時

会
　
場
　
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
分
館
「
ジ
ョ
イ
ナ
ス
」

秋
田
市
千
秋
明
徳
町
ニ
ー
五
二

J
R
秋
田
駅
よ
り
徒
歩
七
分
、
旧
久
保
田
城
跡
千
秋
公
園
の
入
口
に
あ
り
、
お

堀
に
は
大
賀
蓮
の
花
が
美
し
い
所
で
す
。

会
館
周
辺
に
は
美
術
館
・
図
書
館
・
博
物
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

一
会
艮
講
演
　
　
大
会
長
　
　
山
本
　
捷
子
氏

「
歴
史
に
学
ぶ
看
護
の
智
慧
・
わ
ざ
・
こ
こ
ろ
」

二
　
特
別
講
演
　
　
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
教
授
　
封
馬
　
達
雄
氏

「
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
と
教
育
の
改
造
」

千
秋
公
園
内
に
は
御
隅
櫓
と
佐
竹
資
料
館
が
あ
り
、

散
策
と
歴
史
探
訪
が
楽
し
め
ま
す
。

①ジョイナス

②平野美術館
③明徳図書館
④アトリオン

⑤秋田ビューホテル
⑥イトーヨーカドー

⑦秋田県看護協会
⑧キャッスルホテル

⑨秋田警察署
⑲赤れんが郷土館
⑪ダイエー

⑲ねぶり流し館

千秋公園

竿
灯
大
通
り
　
二
丁
目
橋

広
小
路
通
り

「
「

中
央
通
り

「
「

南
大
通
り

←大曲・盛岡 2



日本看護歴史学会会報　　　　　　　2000年5月15日第34号

三
　
研
究
発
表

①
　
広
島
に
お
け
る
米
国
篤
志
看
護
婦
マ
ギ
ー
〓
汀
の
活
動

田
村
　
典
子
・
古
屋
敷
明
美
・
高
田
　
節
子

（
広
島
県
立
保
健
福
祉
短
期
大
学
）

②
　
占
領
期
に
お
け
る
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
改
正
そ
の
2

～
法
律
第
響
言
成
立
過
程
～

田
中
　
幸
子
（
北
里
大
学
看
護
学
部
）

③
　
戦
後
北
海
道
に
お
け
る
看
護
基
礎
教
育
の
歴
史
的
発
展

一
九
四
五
～
一
九
九
八
～
社
会
・
文
化
的
要
因
の
分
析
を
中
心
に
～

山
田
　
玲
子
（
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
）

④
　
卒
後
教
育
の
変
遷
と
課
題
　
玄
田
　
公
子
（
神
戸
市
看
護
大
学
）

高
橋
み
や
子
（
山
形
大
学
）

四
　
分
科
会

＊
「
こ
の
指
と
ま
れ
方
式
」
で
、
研
究
分
野
別
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。

＊
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
の
研
究
途
中
の
も
の
、
発
表
し
て
い
な
い
内
容
、
研
究
の

進
め
方
の
課
題
な
ど
の
情
報
交
換
を
し
ま
す
。

＊
参
加
者
は
関
心
あ
る
分
科
会
に
自
由
に
参
加
し
、
研
究
の
手
が
か
り
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

1
　
ア
メ
リ
カ
看
護
史
学
会
の
動
き

2
　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

①
　
文
学
に
み
る
看
護
史

②
　
G
H
Q
と
日
本
の
看
護

③
　
日
赤
看
護
史

④
　
個
人
史

⑤
　
地
方
に
お
け
る
看
護
史

⑥
　
外
国
史

⑦
　
教
育
史

⑧
　
そ
の
他

＊
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
分
野
が

あ
れ
ば
分
科
会
を
設
け
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

五
　
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
史
料
展
示

①
　
近
代
看
護
婦
発
祥
一
〇
〇
年
記
念
写
真
パ
ネ
ル

②
　
看
護
婦
・
医
療
関
係
の
郵
便
切
手
、
看
護
用
具
、
教
科
書
・
雑
誌
な
ど
．

③
　
会
員
の
著
作
・
出
版
物

＊
お
手
持
ち
の
古
い
資
料
や
看
護
用
具
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提
供
く
だ
さ

●

l
 
O

l
t
V

懇
親
会

第
一
日
日
終
了
後
夕
食
会
を
兼
ね
て
会
場
近
く
の
ホ
テ
ル
で

行
い
ま
す
。

大
会
参
会
費
　
　
四
千
円

懇
親
会
参
加
費
　
四
千
円

当
日
の
申
し
込
み
も
受
付
け
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
事
前
に

同
封
の
郵
便
振
込
用
紙
で
お
振
込
み
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

＊
年
会
費
の
送
付
先
と
異
な
り
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

幹
事
会

八
月
二
十
二
日
（
火
）
十
八
時
よ
り

「
秋
田
温
泉
プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
行
い
ま
す
。
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催
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